佐賀市点字・音声等活用メニュー作成事業補助金

佐賀市内の飲食店等で、視覚障がい者がメニューの内容を確認することができるように、点字や音声等を活用したメニューを作成し、設置する場合に、予算の範囲内で補助金を交付します。


●補助金額
点字メニュー等の作成に要する金額から１，０００円を控除した額
ただし、他の補助金を活用する場合は、補助金額の減額又は対象外となります。
　　※佐賀県の『さがすたいるバリアフリー化補助金』を活用している場合、補助金額から差し引きます。
※『佐賀市中央大通り「さがすたいる」推進事業補助金』を活用している場合、対象となりません。

●補助上限額
　25,000円/1事業所（店舗）

●補助上限回数
1回/年

●補助の要件等
　　詳しくは、「佐賀市点字・音声等活用メニュー作成事業補助金交付要綱」をご参照ください。

●ホームページ等での公表
　　補助を活用した事業所については、佐賀市のホームページ等で公表する予定です。
また、視覚障がい者の当事者団体にも、情報を提供します。

問い合わせ先
佐賀市障がい福祉課障がい総務係
[bookmark: _GoBack]電話　0952-40-7251
FAX　0952-40-737９
メール　shogaifukushi@city.saga.lg.jp




佐賀市では令和5年4月1日に
「佐賀市手話言語の普及 及び 障がいの特性に応じたコミュニケーション手段の利用の促進に関する条例（通称：障がいのある人もない人も 心つたわる条例）」
を施行しています。

【佐賀市点字・音声等活用メニュー作成事業補助金の対象ツールの例】

●点字
　・縦3点×横2点の「6つの点」で1つの文字を表します。[image: ][image: ]


　

・全てひらがなで標記するイメージです。（漢字はありません）
・片面印刷で３２マス×２１行、両面印刷で３２マス×１７行×２面。
・通常の印刷よりも多くの紙を必要とするため、メニューの名用によっては、枚数が数枚に増える場合があります。
・品数が多い場合は、「定番メニュー」や「おすすめメニュー」に絞る、最初に「単位はすべて円です」などの文言を入れることで、文字数を減らすこともできます。
●音声コード（Uni-Voice）
　・文字列データ等を格納することができる二次元コードで、専用機器やスマートフォンなどの専用アプリで読み取ると、音声で読み上げます。
　・作成には専用のソフトウェアが必要となり、また、音声コードの位置が分かるよう切り欠き加工が必要です。
　・スマートフォンを持っていない人も多いです。お店でスマートフォンやタブレットの準備が必要となります。
●音声版
　・音訳者が音声を吹き込み、通常のCDプレーヤーで再生する「音楽CD版」や専用の機器で再生する「デイジー版」があります。
　・再生するためのCDプレーヤー等の機器の準備が必要となります。
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